
                              

 
 

  

４
月
に
起
き
た
熊
本
、
大
分

の
両
県
を
襲
っ
た
地
震
は
、
九

州
か
ら
関
東
ま
で
伸
び
る
と
さ

れ
る
日
本
最
長
の
活
断
層
で
多

発
し
、
今
後
の
地
震
の
状
況
が

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
家

屋
倒
壊
が
多
数
発
生
し
た
現
状

か
ら
見
て
、
関
東
に
於
い
て
も
、

建
物
の
耐
震
構
造
の
見
直
し
や

地
域
の
防
災
の
問
題
な
ど
が
重

要
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
公
共
の
一
時
避
難
所

と
し
て
、
当
会
が
支
援
し
て
い

る
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
」
も

弱
者
救
済
の
福
祉
避
難
所
と
し

て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
４
月
24
日
の
住

民
の
会
の
通
常
総
会
で
再
選
さ

れ
会
長
に
就
か
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
過
去
２
年
間

の
会
長
と
し
て
の
諸
活
動
は
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理

解
で
乗
り
切
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
重
要
な
課
題
は
、
当

会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

会
員
の
拡
大
で
し
た
。
住
民
の

会
が
主
催
す
る
各
種
行
事
や
各 

   

会
合
で
機
会
あ 

る
毎
に
訴
え
て 

ま
い
り
ま
し
た 

結
果
、
お
蔭
様 

で
47
名
の
新
規 

会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
員
及
び
諸
団
体
の
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
の
住
民
の
会
の
活
動

計
画
は
、
総
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
５

項
目
の
う
ち
、
特
に
重
点
を
置

い
て
活
動
し
て
い
き
た
い
内
容

は
、
引
き
続
き
会
員
の
拡
大
で

す
。
当
会
に
限
ら
ず
、
各
自
治

会
を
始
め
、
ど
ん
な
組
織
で
も
、

新
し
い
方
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
行

動
力
は
年
齢
や
経
験
に
関
係
な

く
、
組
織
の
発
展
と
活
性
化
に

は
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
、
友
人
、

知
人
、
又
は
退
職
さ
れ
た
方
々

等
に
入
会
を
勧
め
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

次
に
、
地
域
活
動
の
更
な
る

推
進
で
す
。
平
成
28
年
度
の
行

事
は
、
７
月
の
「
な
る
せ
だ
い 

 
 

 

ま
つ
り
」
や
11
月
の 

「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成 

瀬
ま
つ
り
」
な
ど
盛 

り
沢
山
に
計
画
さ
れ 

て
お
り
ま
す
が
、
地 

域
の
公
共
の
福
祉
諸 

団
体
と
協
賛
し
て
地 

域
ケ
ア
活
動
を
展
開

し
て
い
く
基
礎
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
住
民
の
会
は
、
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
20
周
年
記

念
式
典
に
て
、
創
和
会
よ
り
感

謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
」
開
設
よ
り
今

日
に
至
る
ま
で
、
絶
え
る
こ
と

な
く
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
へ
の 

             

支
援
を
続
け
、
セ
ン
タ
ー
運
営

に
多
大
な
貢
献
を
続
け
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
こ
の
賞
を
励
み

に
、
会
員
の
皆
様
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
助
け
合
い
の
精
神

で
諸
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
助
力
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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４
月
24
日(

日)

、
平
成
28

年
度
住
民
の
会
通
常
総
会
が
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ 

 
 

ス
フ
ロ
ア
で
開
催
さ
れ 

た
。
出
席
者
は
47
名
。

司
会
は
永
井
ま
ち
さ
ん
。 

 

 

は
じ
め
に
、
佐
藤
康 

夫
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

「
３
月
に
催
さ
れ
た
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
開
設

20
周
年
記
念
式
典
で
、

住
民
の
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア

ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
続

け
て
き
た
『
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
成
瀬
へ
の
支
援
活

動
』
に
対
し
、
創
和
会

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。」
と
伝
え
た
。 

こ
れ
か
ら
も
会
員
に 

意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し

て
も
ら
い
、
な
お
一
層

住
民
の
会
を
発
展
さ
せ
、

新
会
員
の
増
加
を
目
指

し
た
い
、
と
述
べ
た
。 

 

続
い
て
来
賓
の
創
和
会
、
西

嶋
公
子
理
事
長
か
ら
は
「
20
周

年
行
事
に
は
３００
名
近
い
方
々

に
参
加
い
た
だ
い
た
。
皆
様
の

お
陰
で
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
と

感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
先
は
若
い
方
に
も
街
づ

く
り
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
住

民
の
会
も
一
緒
に
な
っ
て
進
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
原
厚
平
理
事
長
は
「
住
民
の

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ

ス
・
創
和
会
の
三
者
が
一
体
と

な
り
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
を

支
え
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
手

を
携
え
て
地
域
に
貢
献
す
る
、

こ
れ
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

任
務
で
あ
る
。
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。 

  

総
会
の
議
長
は
原
口
秀
夫
さ

ん
・
高
綱
美
智
子
さ
ん
、
書
記

に
は
佐
々
木
忠
雄
さ
ん
・
中
山

ま
さ
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議

事
審
議
に
入
っ
た
。 

 

第
１
号
議
案 

平
成
２７
年
度
活
動
報
告 

事
務
局
長
、
小
竹
金
次
さ
ん
説

明 ➀
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
ま
つ
り

で
「
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
」
を

よ
り
充
実
さ
せ
た
こ
と
が
、

バ
ザ
ー
の
収
益
増
に
つ
な

が
っ
た(

収
益
金
約

50

万

円)

。 

②
27
年
度
の
新
規
入
会
者
は

18
世
帯
。
退
会
者
25
世
帯
。

今
後
共
拡
大
を
進
め
た
い
。 

③
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
活
動
を
推
進
。 

④
バ
ス
旅
行
を
実
施(

品
川
ア

ク
ア
パ
ー
ク)

。 

⑤「
住
民
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
り
ん
ご
箱
」
の
充
実
。 

⑥
地
域
住
民
の
交
流
の
場
「
花

み
ず
き
」
の
運
営
に
協
力
。 

 

第
２
号
議
案 

平
成
２７
年
度
会
計
報
告 

会
計 

田
中
邦
夫
さ
ん
説
明 

 
第
３
号
議
案 

平
成
２７
年
度
会
計
監
査
報
告 

会
計
監
査
の
小
林
一
朋
さ
ん
・

島
峯
紀
子
さ
ん
か
ら
監
査
の
結

果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
た
旨
、

報
告
が
あ
っ
た
。 

 

第
１
号
議
案
～
第
３
号
議
案
ま

で
質
疑
応
答
な
く
、
拍
手
多
数

に
よ
り
、
承
認
さ
れ
た
。 

第
４
号
議
案 

会
則
改
正(

案) 

小
竹
金
次
さ
ん
説
明 

(

新)

第
７
章 

専
門
委
員
会
に

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
」
を

追
加
す
る
。(

附
則 

平
成
28

年
４
月
24
日
改
正)

 

改
正
理
由
…
一
昨
年
８
月
か
ら

有
志
で
活
動
を
始
め
、
そ
の
活

動
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。 

 

第
５
号
議
案 

平
成
２８
年
度
役
員
承
認(

案)
 

塚
本
誠
子
さ
ん
説
明 

２
月
末
に
役
員
選
考
の
投
票
箱

を
事
務
局
に
設
置(

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載)

、選
考
委
員
が
開

箱
、
結
果
を
総
会
報
告
。
異
議

な
く
新
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

(

１
頁
参
照)

。 

 

第
６
号
議
案 

平
成
２８
年
度
活
動
計
画(

案)
 

副
会
長 

安
達
聡
子
さ
ん
説
明 

｢

お
れ
お
れ
詐
欺｣

等｢

高
齢
者

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」
の

た
め
の
出
前
講
座
を
計
画
。「
共

に
支
え
あ
い
、
共
に
生
き
る
街

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、

次
の
目
標
を
掲
げ
て
活
動
す
る
。 

➀
会
員
を
拡
大
す
る
。 

②
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
活
動
を
推
進
。 

③
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る

行
事
を
行
う
と
共
に
、
世
代

交
代
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
行
う
。 

④
情
報
の
発
信
源
と
し
て
「
住

民
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
よ
り
充
実
を
図
る
。 

⑤
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
活

用
を
進
め
る
。 

 

第
７
号
議
案 

平
成
２８
年
度
会
計
予
算(

案)
 

会
計 

田
中
邦
夫
さ
ん
説
明 

 

第
４
号
議
案
～
第
７
号
議
案
は
、

質
疑
応
答
な
く
拍
手
多
数
で
承

認
さ
れ
全
て
の
議
事
が
終
了
し
、

議
長
・
書
記
が
解
任
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
資
源
回
収(

り
ん 

ご
の
会)

場
所
・
回
収
日
・
注
意

事
項
等
の
案
内
書
を
住
民
の
会

会
員
に
配
布
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
で
た
が
、
検
討
案
件
と

な
り
、総
会
は
閉
会
と
な
っ
た
。 

第２３回（平成 28 年度）住民の会 通常総会報告 



（３）  り ん ご 箱   第１０９号     ２０１６年（平成２８年）５月  発行  

   

式
典
当
日
は
、
幸
い
な
こ
と
に

寒
く
も
な
く
、
雨
も
降
ら
ず
に
、

ホ
テ
ル 

ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田
の

会
場
は
、
改
ま
っ
た
装
い
の
方
々

で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
約
１５０
名
で
し
た
。 

 

壇
上
に
は
立
派
な
花
が
飾
ら

れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
成
瀬
玄
関
前
に
描
か
れ
た

大
き
な
樹
の
陶
壁
と
階
段
に
あ

る
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

窓
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

司
会
の
坂
井
夕
佳
さ
ん
の
さ

わ
や
か
な
一
声
で
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

      

始
め
に
主
催
者
挨
拶
と
し
て

西
嶋
公
子
理
事
長
か
ら
出
席
さ

れ
た
皆
さ
ま
へ
の
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
来
賓
の
高
橋
豊
町
田
市

副
市
長
、
佐
藤
伸
一
郎
市
議
会
議

長
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々 

   

か
ら
お
祝
い
の
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

次
に
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
歴

史
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。 

 

い
よ
い
よ
住
民
の
会
と
Ｎ
Ｐ

О

ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
感

謝
状
贈
呈
」
で
す
。
佐
藤
康
夫
会

長
と
原
厚
平
理
事
長
が
晴
れ
や

か
な
面
持
ち
で
壇
上
に
登
場
し
、

西
嶋
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

    

 

  

  

地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

の
始
め
か
ら
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

最
後
に
川
尻
勝
臣
施
設
長
の

謝
辞
が
あ
り
閉
式
と
な
り
ま
し

た
。 

式
典
が
終
わ
り
ホ
ッ
と
し
て

懇
親
会
会
場
へ
。 

 

入
場
さ
れ
る
参
加
の
皆
さ
ん

は
、
先
の
式
典
と
は
違
い
和
や
か

な
雰
囲
気
で
し
た
。 

 

約
３００
人
と
い
う
人
の
数
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
30
も
の
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
皆
さ
ん
整

然
と
席
に
着
き
ま
し
た
。 

 
 

      
 

    
創
和
会
の
坂
井
陽
佳
さ
ん
と

鈴
木
里
美
さ
ん
の
司
会
に
よ
り

開
会
。
西
嶋
理
事
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
多
数
の

お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

創
和
会
の
中
村
浩
子
常
務
理

事
の
乾
杯
で
会
食
・
懇
談
が
始
ま

り
、
い
よ
い
よ
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
。 

 

し
ば
ら
く
た
っ
て
舞
台
の
上

で
は
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
り
ん
ご

マ
ー
ク
の
街
づ
く
り
」
が
始
ま
り
、

西
嶋
公
子
理
事
長
、
住
民
の
会
の

佐
藤
康
夫
会
長
、
Ｎ
ＰО

ア
ッ
プ

ル
サ
ー
ビ
ス 

の
原
厚
平
理 

事
長
、
成
瀬 

台
自
治
会
連 

合
会
の
土
井 

雅
文
会
長
、 

地
区
委
員
会 

の
古
田
玲
子 

会
長
と
、
映
画
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
」
監
督
の
飯
島
敏
宏
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
地
域
へ
の
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

     
 
 

  

  

つ
づ
い
て
「
ダ
ン
ケ
ム
ジ
ー
ク

の
会
」
会
員
に
よ
る
歌
・
演
奏
に

進
み
、
「
成
瀬
台
音
頭
」
な
ど
の

コ
ー
ラ
ス
を
は
じ
め
女
声
ト
リ

オ
に
よ
る
歌
声
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
、

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
と

続
く
様
々
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
歓

談
の
席
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
「
わ
た
し
の
町
」
を

会
場
全
体
で
合
唱
。 

 

ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
「
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
日
々
」
が
映

し
出
さ
れ
20
年
の
歩
み
が
分
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

  

最
後
に
創
和
会
の
高
綱
美
智

子
評
議
員
が
謝
辞
を
述
べ
、
懇
親

会
は
和
や
か
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

（
塚
本 

誠
子
） 

   

※
当
日
の
出
席
者
に
は
フ
ル

カ
ラ
ー
の
美
し
い
記
念
誌
が
配

ら
れ
ま
し
た
。
編
集
委
員
を
始
め

多
く
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ

て
完
成
さ
れ
た
力
作
で
す
。 

       

 

 

 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬 

開
設
２０
周
年 

 
 
 

記
念
式
典
・
懇
親
会 

盛
大
に
開
催
さ
れ
る 
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編
集
後
記 

世
の
中
が
揺
れ
て
い
ま
す
。

九
州
の
地
震
被
害
や
、
そ
の
後

の
支
援
活
動
を
見
る
に
つ
け
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
す
。
人
付
き
合
い
は

時
に
は
煩
わ
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
災
害
が

起
き
た
時
に
一
番
先
に
力
に
な

っ
て
く
れ
る
の
は
、
ご
近
所
の

皆
さ
ん
で
し
ょ
う
。
住
民
の
会

は
そ
の
「
繋
が
り
」
の
代
表
的

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
に
、
自
分
が
頼
り

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
頼
ら
れ

る
存
在
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
、

お
知
り
合
い
に
な
り
、
ご
挨
拶

出
来
る
人
が
い
る
安
心
感
を
再

確
認
し
た
思
い
で
す
。 

「
最
近
の
り
ん
ご
箱
は
お
知

ら
せ
紙
面
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
、

面
白
味
が
な
い
わ
」
と
い
う
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

広
報
委
員
一
同
、
心
を
新
た
に

紙
面
作
り
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
か
ら
も
生

き
た
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

（
ふ
） 

 

 

 

ＮＰＯアップルサービス 

平成２８年度通常総会開催のお知らせ 

 

日時 ５月２２日（日）午前１０時～  

場所 ケアセンター成瀬１Ｆ会議室 

会費納入のお願い 

平成２８年度会費未納の方は 

下記の方法で納入をお願いします。 

 １ 住民の会事務局窓口 

    （下記の時間帯に受付） 

 ２ 郵便振込 

   記号：00120-7-725131 

      名義：ケアセンター成瀬住民の会 

※ ご一報くだされば集金に伺います 
 
ケアセンター成瀬住民の会事務局 

 住所  町田市成瀬台 3-24-1 

 電話・FAX  042-729-0617 

 ホームページ：http://ccnjk.com 

 受付時間 月曜日～土曜日 

  10:00～16:30（日曜・祝日休み） 

※「ゆりの木会館」側からお入り下さい  

 

ダンケムジーク第５７回コンサート 

 

男声カルテット「ベリーズ・フォー」によるコーラス 

           と 

池山由香さんによる南米のハープ アルパの演奏 
 
 

日 時：６月２６日（日）１４：００～ 

場 所：ケアセンター成瀬 地下デイサービスフロア 

チケット：７００円（飲み物つき） 
 

※チケットは５月２６日より住民の会 
事務局にて発売します。収益はケア 
センター成瀬に寄付されます。 

 
問い合わせ：住民の会事務局  

７２９－０６１７ 

これからの催し物（予定） 

・ＮＰＯアップルサービス通常総会  

日時 ５／２２（日） 

・ダンケムジーク第５７回コンサート 

   日時 ６／２６（日）１４：００～ 

   場所 ｹｱｾﾝﾀｰ成瀬地下デイサービスフロア 

・なるせだいまつり ７／３０、３１ 出店予定 

・きらく会 ６／１１、２５ ゆりの木会館 

・資源回収（毎月第４月曜日）   

５／２３、６／２７、７／２５ 

   

成瀬りんごの会(資源回収）より 

平成２７年度の資源回収の収益金は

７２０００円でした。 

ご支援、ご協力感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この看板が出ているお宅が資源回

収のステーションです。ステーション

になって頂けるお宅を募集していま

す。詳しくは住民の会事務局までお問

い合わせ下さい。 

 
 

 

http://ccnjk.com/

